
365日フォトコンテスト 風景部門・富士山

富士山を撮って応募しよう
賞金・賞品総額100万円相当！

PCC 会員限定
学び・見せる・出会いの場

「なかま展」作品募集 締め切り間近

大好きな写真に関わっていたい

PCCフォトサポーター募集中

「日本の祭り」写真コンテスト

熱い祭り
作品から見せ場を学ぶ

会員71,156名の皆さんの力で社会貢献しています、
フォトカルチャー倶楽部。

（2012年4月30日現在）

たったひとつの夏をとらえる
撮っておきたい それぞれの夏
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みんなで新しい写真体験を！
フォトカルチャー倶楽部（PCC）は会員の皆様のご支援で、さまざまな社会貢献・文化貢献・環境保護貢献をしています

美しい地球を写そう! 美しい地球を守ろう！ 写真で人の絆を深めて、すべての生き物と共生しよう!

田貫湖からねらう朝焼けは、夏にとても強烈な赤色を発
します。この日は暗い時間帯から準備し、徐々に麓から
焼けてくるところを、上空に闇の蒼を残しながら撮りま
した。朝の表情は常に変化しているため、いつも真剣勝
負です。富士山の雄大さと空の広大さをうまく表現でき
た一枚になりました。門出さんのインタビューはP14へ。
ペンタックス645、45ｍｍF2.8、F8、AE、ベルビア100、
静岡県富士宮市(田貫湖)、2009.8.16

上の写真：「世界一と日本一の競演」
樋口 徹さん（PCCフォトインストラクター）

この日は、ダイヤモンド富士の撮影をしようと準備して
いました。事前に富士山とスカイツリーが見える位置を
把握していたため、陽が降りるまでの間、被写体をかえ
て撮影していました。堂々たる富士山とスカイツリーに
加え、近代的な街の風景、動きが伝わるような雲の造形
がうまくマッチングし、物語性のある作品になりました。

ニコンD700、300ｍｍF4(1.4倍テレコン使用)、F11、A
E、千葉県市川市、2012.2.3(11:30)

表紙：「夏の朝焼け」
門出平男さん（PCC「365日フォトコンテスト」富士山顧問）

みんなの写真で表紙を飾ろう!　
作品投稿お待ちしています。

http://npopcc.jp

（応募は→P48）

フォトカルチャー倶楽部

＜撮影データ表記＞カメラ、レンズ、絞り、シャッタースピード、フィルム、撮影地、撮影日



キヤノン EOS-1D Mark IV、400mm、F3.5、1/1250秒、ISO3200、東京、2011.11.12

＜撮影データ表記＞カメラ、レンズ、絞り、シャッタースピード、ISO感度、撮影地、撮影日3 スポーツ写真で有名な水谷さん。しかし、その原点は山岳写真にあった。今でも山岳写真を撮るという水谷さんの「山撮影術」はP20へ

※この写真は「フォトライフ四季」ホームページhttp://www.kitamura.jp/photo/
shiki/にも掲載しています

65年東京総合写真専門学校を卒業。70年に富士フォトサロン
で個展「限界に挑むスキー」を開き、これをきっかけにさまざ
まなスポーツの一瞬をクローズアップして表現する作品を多数
発表。93年に日本スポーツプレス協会会長に就任。01年から
はJCIIスポーツ写真プロ育成セミナー「水谷塾」を主宰。主な
受賞歴に講談社出版文化賞(81年)、日本写真協会作家賞(07
年)など。

FINA競泳ワールドカップ東京2011
写真：水谷章人

選手よりも前に進み、道標をつくり出す水しぶき。近年、ア
ートに近いスポーツ写真が評価されるようになってきた。ス
ポーツの動きから生まれる水の造形に同じかたちは二度とな
い。予期できないからこそおもしろく、興奮がある。この作
品は、熾烈な競争のなかにも華やかさがあることに気づかせ
てくれる。

「躍動の水華」

写真の力
P O W E R  O F 
PHOTOGRAPH[      ]

水谷章人『極限の形象』より
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フォトコンテストに出して腕を磨こう5

『NATIONAL
GEOGRAPHIC』より

写真の力
P O W E R  O F 
PHOTOGRAPH[      ]

カラコルム山脈にそびえる世界第
２の高峰、K２には真夏でも一面
に雪が残る。その標高8611mの
頂をめざし、 登山隊がベースキャ
ンプへと装備を運ぶ。交通が不
便で接近が難しい中国側から、
この北壁に挑んだ登山家は少な
い。（「ナショナル ジオグラフィック
日本版」2012年4月号より）
http : / /www.nat iona lgeog 
raphic.jp

ⓒ2012 Tommy Heinr ich/
National Geographic 

日経ナショナル ジオグラフィック社がドキュメンタリー写真を対象とした写真賞を創設。詳しくはP46へ 4



全国からの応募数が１万点を超える「よみうり風景写真コンテスト」。誰もが持っているここ
ろの風景を、未来の世代に残し、伝えつづけていくという思いを込めて、入賞した200作品
を写真集『こころの風景』に掲載しています。一般書店のほか全国約1000店舗のカメラの
キタムラ店頭で購入できます。

あなたの忘れられない
「こころの風景」を待っています

みんなでつくる『フォトライフ四季』
編集部が選んだ今月の2枚

写真の力
P O W E R  O F 
PHOTOGRAPH[      ]

燃える浅間山 静寂の月

何も言わぬ富士
やわらかい湖面 静かな朝

＜撮影データ表記＞カメラ、レンズ、絞り、シャッタースピード、フィルム、フィルター、撮影地、撮影日

「よみうり風景写真コンテスト2011」より

上の写真：「浅間暮色」
坂神 宗之助さん（長野県）

浅間山は溶岩特有の繊細な縞模様を山肌に描いていまし
た。雄大な光景と落陽のなかの満月があまりに幻想的で、そ
の一瞬は私の「こころの風景」として焼きつけられました。

ペンタックス67、SMC105mm、フジクロームベルビア100F、自
作フィルタ使用、長野県小諸市、2010.12.21

「よみうり風景写真コンテスト2011」より

右の写真：「至福の時」
木上博之さん（神奈川県）

朝早くふらっと寄った桟橋。釣り人が美しい風景を独り占め
にしていました。釣りに夢中になっている姿に「至福の時」
を感じました。

キヤノンEOS 5D Mark Ⅱ、EF17-40mm、F13、AE、PL、
静岡県富士宮市（田貫湖）、2011.6.5
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「日本の祭り」写真コンテスト 2011

中野英治さん　

山口県・浜出祭
ニコンD300、18-200mm、F4.5、1/125秒

「鰤切り祝い舞」

神永昭子さん
宮城県・東北六魂祭

ソニーα100、75-300mm

「六魂祭の顔」

「ほのぼの親子」

大西忠男さん　
三重県・勝手神社神事踊り

キヤノンEOS Kiss Digital X、
シグマ18-200mm
F7.1、1/320秒　

「フィアンセと
一緒に」

深蔵正成さん
大分県・山香ふるさとまつり
山香湯立て神楽

「アツー！ガマン」

総評

祭りは地域のよりどころ、心の絆

腕自慢部門　グランプリの「主役」は、獅子舞をそ
の演技でなく、肖像写真として見せた発想の独創性
がすばらしい。特選の作品からは、鋭い観察力と熟
練した表現力ばかりでなく、被写体への深い理解と
見せる工夫を感じました。
腕だめし部門　「鰤切り祝い舞」は神事の決定的な
瞬間を正確無比にとらえた傑作です。祭りは地域の
よりどころ、心の絆となっています。家族や近所に
熱い眼差しを向けるともっとよいでしょう。

腕自慢部門　グランプリは、周囲の情景を排除して
獅子頭と若者の表情を切り取り大成功。力強い獅子
の表情と人間の生き生きした瞳とを見比べるうち、
神事の永遠性に心がいざなわれます。
腕だめし部門　祭りの高揚感や日常と違う雰囲気を
上手に表現しています。グランプリ作品は、厳粛な
神事の一瞬を見事にとらえています。クラブツーリ
ズム賞は、華やいだ情景が可愛らしい瞳のなかに凝
縮され印象に残りました。

腕自慢部門　グランプリは大胆な構図で獅子舞の男
を表現し、気迫のこもった作家の表現が被写体の力
強さとともに伝わります。特選では、突然の雨で祭
りの行方を不安がる子どもの１コマなど、オリジナ
リティのある作品が評価されました。
腕だめし部門　一瞬のシャッターチャンスや微笑ま
しさに審査の基準があります。グランプリは鰤切り
神事の見事な一瞬をとらえ、特選では愛情あふれる
写真が好評でした。

平嶋彰彦氏
写真家、編集者

神事の一瞬をとらえた絶妙のシャッターチャンス
板見浩史氏
公益社団法人日本写真協会（ＰＳＪ）理事
ＮＰＯ法人 フォトカルチャー倶楽部理事

作家の表現が伝わるオリジナリティ
芳賀日向氏
祭り写真家、公益社団法人日本写真家協会会員
鹿児島市おはら祭写真コンテスト審査委員長

厳粛な神事の一瞬

瞳に凝縮された
祭りの華やぎ

グランプリ

クラブツーリズム賞

微笑ましさの
シャッターチャンス 特選

腕だめし部門

植竹 みとりさん
茨城県・石岡のおまつり

ニコンD300、
AF-S18-200mm、
F5、1/125秒

「ワンダフル
おまつり」

森澤孝慈さん
秋田県・角舘のお祭り

ソニーα55、AF75-300mm、F3.5、1/125秒

長野県・諏訪大社上社御田植祭り
藤森義江さん

ニコンD200、タムロン18-270mm、F8、1/640秒

「あらっ」

＜撮影データ表記＞カメラ、レンズ、絞り、シャッタースピード

ニコンD300、
シグマDC17-70mm、
F6.3、1/250秒
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「日本の祭り」写真コンテスト 2011

熱い祭り
作品から見せ場を学ぶ

日本全国の祭りの光景が寄せられた、「日本の祭り」写真コンテスト 2011。
2011年は前年を約1,700点上回る12,578点の応募があり、

日本人の祭りへの心意気と美しさが多くの写真に表現されていました。

高知県・大元神社秋祭り
キヤノンEOS 50D、EF17-40mm、F5、1/250秒

門田勝一さん 「主役」

粕谷 しづ江さん
埼玉県・立沢の虫送り

ニコンD90、
AF-S18-200mm、
F8、1/320秒

「虫送り」

中山隆夫さん
岩手県・舟っこ流し

キヤノンEOS 60D、
EF18-270mm、F5.6

「火を吹く竜」

熊谷仁志さん
岩手県・日高火防祭

キヤノンEOS 5D Mark Ⅱ、
EF70-200mm、F4　　

「夕闇に映える」

岡田 加代子さん
高知県・かつお祭

キヤノンEOS 5D、24-70mm、
F9、1/160秒

「かつおを
ゲットしたよ！」

河野彰子さん
高知県・海亀祭

キヤノンEOS-1Ds Mark Ⅲ、
EF50mm、F6、1/60秒

「海亀の守り人」

森田道昭さん
大分県・姫島盆踊り

ソニーα550、シグマAPO70-
200mm、F2.8、1/500秒

「無情の雨」

力強い獅子と人間の
生き生きとした瞳

祭りで家族や
地域の絆を表現する

グランプリ

クラブツーリズム賞

鋭い観察力と熟練した
表現力が冴える 特選

腕自慢部門

日本の祭り　写真コンテスト2012
作品募集

「日本の祭り」写真コンテスト2012は、祭り
の伝統と誇り、郷土の美しさ、人のあたたか
さをとらえた写真をお待ちしています。中級
者～上級者向けの腕自慢部門、初級者向けの
腕だめし部門があり、どなたでもご応募でき
ます。

[応募締切]2012年11月15日（木）
[応募方法]
カメラのキタムラ店頭受付または郵送
[プリントサイズ]
腕自慢部門：A4/4切/W4切　
腕だめし部門：ハガキ/2L/A4
[審査員]
芳賀日向氏／板見浩史氏／平嶋彰彦氏
詳しくは　
カメラのキタムラ お客さまなんでも相談室
TEL.050-3033-0066

いろんなフォトコンテストに応募しよう
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「日本の祭り」写真コンテスト 2011

「水遣り（衣装を生き生きと）」三浦照生さん

福島県・二本松の菊人形
「きせる奉納まつり」森平 栄さん

茨城県・きせる祭り
「タイガー敗れたり」池田紘治さん

千葉県・和良比はだか祭り
「小さくても主役なの」佐々木 鉄則さん

青森県・八戸えんぶり

「ふたり」花形 弘さん

埼玉県・秩父夜祭り

「
の
ど
か
な
筏
レ
ー
ス
」
根
岸 

実
さ
ん

埼
玉
県
・

高
麗
川
ふ
る
さ
と
い
か
だ
流
し
大
会

「
祭
り
好
き
」
金
益
隆
志
さ
ん

千
葉
県
・
和
良
比
は
だ
か
祭
り

「
水
掛
祭
」
高
橋
信
雄
さ
ん

東
京
都
・
富
岡
八
幡
宮
例
大
祭

「
は
に
か
ん
で
」
　井
上
義
和
さ
ん

宮
崎
県
・
御
田
祭

「お姫様」藤川絢子さん

京都府・葵祭
「朝日を浴びて」

三輪益弘さん

福島県・木幡祭

「もう離しません」　
西澤忠雄さん

滋賀県・長浜曳山まつり

「一気に駆け抜ける」
渡辺義弘さん

愛媛県・菊間祭 お供馬の走り込み

「玉取祭」藤原恒毅さん

福岡県・玉せせり

「ハプニング」古賀敏彦さん

宮崎県・御田祭
「一力山 のこったのこった」

矢野匡昭さん

愛媛県・大山祇神社　御田植祭

「供養踊り」渡辺賢一さん

沖縄県・旧盆大浜アンガマ
「力走」鶴丸孝文さん

福岡県・博多山笠
「初体験の喜び」野村 ミツ子さん

広島県・ひな流し

「泣いちゃった！」大西幸司さん

愛知県・国府夏まつり
「緊張」久保田 雄治さん

京都府・祇園祭 花傘巡行
「狐集合」土屋 展さん

愛知県・どまつり
（日本どまんなか祭り）

「
追
憶
」

　鍋
島
尊
道
さ
ん

大
阪
府
・
小
太
鼓
ま
つ
り

「
男
意
気
」
大
屋
和
貴
さ
ん

愛
知
県
・
甲
山
八
幡
宮
例
大
祭

「少年武士」大橋欣次さん

富山県・稚児舞
「ゆっくり永～く」末谷 彰さん

東京都・多摩川いかだレース
「それ行け！」名雪 誠さん

茨城県・麻生祇園馬出し祭

「
花
火
よ
り
う
た
た
ね
」

髙
橋
喜
子
さ
ん

新
潟
県
・
長
岡
祭
り

「
勇
壮
に
舞
う
」
平
尾
富
夫
さ
ん

富
山
県
・
火
渡
り
神
事

腕だめし部門

祭りの高揚感や
日常とは違う華やかさを表現 入選

フォトコンテストの賞金は奥様に差し上げよう 10

「気合だ」織田善嗣さん

愛知県・鯛祭り

「今年も豊作」平田永文さん

香川県・塚原稲荷神社あばれみこし

「野岡秋まつり獅子返し」
金子敏己さん

福井県・野岡秋まつり 獅子返し

「出番前」東山昌弘さん

滋賀県・長浜曳山まつり

「ボクらのクライマックス」大塚 昇さん

新潟県・能生白山神社春季大祭

「対峙」桑原達夫さん

岐阜県・二間手白山神社祭礼

「高辻相撲」鳥川 由美子さん

長野県・高辻相撲

「
は
い
っ
て
た
ん
せ
」
　安
達 

智
さ
ん

秋
田
県
・
か
ま
く
ら
（
雪
祭
り
）

「祭りが始まる」井橋英幸さん

千葉県・上総十二社祭り

「
祭
主
登
社
」
柳
谷
昌
輝
さ
ん

青
森
県
・
沢
田
ろ
う
そ
く
祭
り

「歓迎」正法地 健さん

長野県・信濃国二之宮 小野神社 御柱祭
「あの世へ」吉野章郎さん

千葉県・鬼来迎

「
庭
先
の
宴
」
北
井
崎 

茂
子
さ
ん

岩
手
県
・
大
沢
田
植
踊
り

「
嫁
入
り
舟
」
渡
辺
啓
三
さ
ん

茨
城
県
・
潮
来
嫁
入
り
舟

「豊作願う水垢離」花岡勝美さん

青森県・鬼沢のハダカ参り

「鬼走り」西田昌弘さん

奈良県・陀々堂鬼走り
「浜の踊り」髙橋正巳さん

岡山県・白石踊り
「初夏の花田植」原田 今朝弘さん

広島県・塩原の大山供養田植
「御田祭」坂田泰子さん

熊本県・御田植神幸祭式
「桃花祭神能」田中昭三さん

広島県・桃花祭神能

「
豊
年
招
来
」
比
嘉
正
栄
さ
ん

沖
縄
県
・
塩
屋
の
ウ
ン
ガ
ミ

（
海
神
祭
）

「
大
切
な
日
」
荒
井
俊
明
さ
ん

兵
庫
県
・
御
崎
夏
祭
り

「
阿
波
の
リ
ズ
ム
」

横
山
裕
明
さ
ん

徳
島
県
・
阿
波
踊
り

「村祭り」福井邦博さん

徳島県・葛城神社秋季大祭
「宴」渡部義一さん

高知県・収穫祭
「音魂」宮田昌子さん

福岡県・御遷座記念祭
「神楽」末永吉勝さん

大分県・御嶽神楽

「
男
意
気
」
大
屋
和
貴
さ
ん

愛
知
県
・
甲
山
八
幡
宮
例
大
祭

「
猫
化
粧
」
瀬
戸
眞
美
さ
ん

静
岡
県
・
か
ん
な
み
猫
お
ど
り

「
激
走
」
林 

浩
さ
ん

愛
知
県
・
お
ま
ん
と
祭
り

「
舞
う
」
山
本
正
己
さ
ん

三
重
県
・
春
の
舞
楽
会

腕自慢部門

被写体への深い理解と
祭りの本質を見せる工夫を 入選

撮る！フォトコンに応募する！　これが写真上達の早道 



涼
風
そ
よ
ぐ
夏
写
真

P
C
C
会
員
か
ら
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
る
、
季
節
の
写
真
の
数
々
。

そ
ん
な
、
プ
ロ
と
は
ひ
と
味
ち
が
う
技
が
光
る
作
品
た
ち
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
の
が
「
い
ぶ
し
銀
」。

今
月
は
、
フ
ォ
ト
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
小
林
弥
生
さ
ん
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

写
真
を
撮
り
は
じ
め
た
き
っ
か
け
や
、
ご
夫
婦
の
撮
影
生
活
の
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

PCC 会員の
腕自慢

「そらをおよぐさかな」小林弥生さん

「雲海」倉本雅史さん

今
月
の
い
ぶ
し
銀

　小
林
弥
生
さ
ん

普
段
は
、
ペ
ッ
ト
や
人
物
、
風
景

や
花
、
雑
貨
や
お
料
理
な
ど
を
撮
影

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
音
楽
ラ
イ
ブ

の
ス
テ
ー
ジ
も
好
き
で
よ
く
撮
っ
て

い
ま
す
。
写
真
を
は
じ
め
た
の
は
、

中
学
の
文
化
祭
に
展
示
さ
れ
て
い
た

写
真
部
の
作
品
に
感
動
し
、
友
達
や

行
事
の
撮
影
を
は
じ
め
た
の
が
き
っ

か
け
で
し
た
。

撮
影
を
す
る
と
き
は
、
こ
の
被
写

体
の
何
処
に
魅
か
れ
た
の
か
。
ど
う

す
れ
ば
、
そ
の
魅
力
を
表
現
で
き
る

か
を
し
っ
か
り
観
察
す
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
が
カ

メ
ラ
を
か
ま
え
て
い
る
場
所
が
他
の

方
の
お
邪
魔
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
ま
わ
り
に
も
気
を
配
り
、
同
じ

場
所
に
い
つ
ま
で
も
と
ど
ま
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
撮
影
の
楽
し

さ
は
み
ん
な
で
分
か
ち
合
い
た
い
で

す
し
ね
。

実
は
、
私
の
夫
（
倉
本
雅
史
さ

ん
）
も
写
真
家
と
し
て
活
動
を
し
て

い
る
の
で
、
二
人
で
写
真
セ
ミ
ナ
ー

「そよ風」米長時正さん「おつかれ」伊藤 幹さん

「夏の詩」永井八郎さん

『
フ
ォ
ト
ラ
イ
フ
四
季
』
で
は
、
P
C
C
会
員
の
皆
さ
ん
の

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
次
号
の
テ
ー
マ
は
「
秋
」。

応
募
は
→
P
48

ほかにもまだあるPCC会員の腕自慢

PCC認定 写真サークル創に参加ご希望の方はPCC事務局へ

写
心
サ
ー
ク
ル
創

　作
品
展

開
催
場
所
：
N
H
K
広
島
放
送
局 

2
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

開
催
日
時
：
2
0
1
2
年
８
月
14
日
～
19
日

　
　
　
　
　

9
時
～ 

18
時

作
品
展
の
テ
ー
マ
：
自
由

　あ
え
て
テ
ー
マ
を
定
め
ず
、
国
内
外
の
プ
ロ
・
セ
ミ
プ
ロ
・
作

家
・
ハ
イ
ア
マ
チ
ュ
ア
・
ア
マ
チ
ュ
ア
・
初
心
者
の
多
彩
な
メ
ン
バ
ー
の
「
写
心
」
作
品
が

集
ま
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
で
の
動
画
展
示
も
し
て
い
ま
す
。

や
教
室
を
開
催
し
、
時
間
が
あ
う
と

き
に
は
一
緒
に
撮
影
に
出
か
け
て
い

ま
す
。
同
じ
場
所
に
行
っ
て
も
ま
っ

た
く
違
う
も
の
を
撮
っ
た
り
、
気
が

つ
け
ば
同
じ
様
な
写
真
を
撮
っ
て
い

た
り
と
、
日
々
感
性
を
磨
い
て
、
お

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。

女
性
の
写
真
愛
好
家
は
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
女
性
の
フ
ォ
ト
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
ま
だ
私
ひ
と
り

で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
増

え
る
と
い
い
で
す
ね
。

小
林
弥
生
さ
ん
が
写
真
展
を
開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い

12
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い
被
写
体
で
す
が
、
そ
の
富
士
山
に

花
や
新
緑
、
紅
葉
、
湖
な
ど
を
か
ら

め
て
撮
る
と
、
写
真
は
よ
り
す
ば
ら

し
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
な
か
で
も

私
が
好
き
な
の
は
、
四
月
と
八
月
に

見
ら
れ
る
、
田
貫
湖
（
静
岡
県
富
士

宮
市
）
と
、
富
士
山
の
山
頂
部
と
太

陽
が
重
な
っ
て
起
こ
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
富
士
と
い
う
現
象
の
組
み
合
わ
せ
。

季
節
ご
と
に
異
な
る
太
陽
の
出
入
り

の
位
置
を
念
入
り
に
調
べ
上
げ
、
撮

影
ポ
イ
ン
ト
と
撮
影
日
時
を
慎
重
に

計
画
立
て
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
富
士
山

撮
影
の
醍
醐
味
だ
と
い
え
ま
す
」

門
出
さ
ん
い
わ
く
、
こ
れ
か
ら
の

季
節
は
、
空
の
景
色
が
ド
ラ
マ
テ
ィ

ッ
ク
に
変
化
す
る
、
台
風
の
前
後
が

ね
ら
い
目
な
の
だ
と
か
。
日
本
一
の

山
、
富
士
山
。
み
な
さ
ん
も
一
度
は

富
士
山
の
撮
影
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

撮
影
は
夜
が
明
け
き
ら
な
い
未
明

か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

夜
は
も
っ
ぱ
ら
車
の
な
か
で
就
寝
。

空
が
晴
れ
て
い
れ
ば
天
体
と
か
ら
め

た
撮
影
が
楽
し
め
る
の
で
、
旅
館
に

泊
ま
る
必
要
は
な
い
そ
う
で
す
。

「
体
が
疲
れ
な
い
か
っ
て
？

　シ
ュ

ラ
フ
（
寝
袋
）
な
ど
の
キ
ャ
ン
プ
道

具
を
持
参
す
る
の
で
、
２
～
３
泊
な

ら
車
の
な
か
で
寝
泊
り
し
て
も
問
題

は
あ
り
ま
せ
ん
よ
（
笑
）」

一
年
３
６
５
日
、
富
士
山
を
追
い

か
け
て
い
て
、
も
っ
と
も
楽
し
い
こ

と
は
、
季
節
に
よ
っ
て
表
情
が
か
わ

る
こ
と
だ
と
門
出
さ
ん
は
い
い
ま
す
。

「
富
士
山
は
い
つ
見
て
も
す
ば
ら
し

撮影機材＆持ち物リスト

レンズの性能を
頭に入れて撮影をする

【カメラボディ】ペンタックス645（×2台）サブ
カメラとして、デジタルカメラ、ペンタックスK10
最近はペンタックスK5も愛用しているそうです。

【交換レンズ】超広角35mmF3.5、広角45mm 
F2.8、標準75mmF2.8、120mmF4マクロ、望遠
200mmF4、リアコンバーター2×【その他】三脚、
レリーズ、各種フィルター、ストロボ、予備電池、
シュラフ（寝袋）、キャンプ道具、長靴、雨具、地
図、磁石、ヘッドランプ、救急用品、非常食など。

「桜や紅葉と一緒に富士山を写すときは、近景から遠景
までピントがシャープにいき渡るように絞りを設定する
必要があります。一般的にレンズの描写性能が最大限
に発揮されるのは、F8からF11あたり。絞り優先AEで
絞り値を決めるときは、そのことを頭に入れておきまし
ょう。また、撮影ではカメラブレや被写体ブレを防ぐこ
とも肝心。シャッタースピードが1／30秒よりも低速に
なるときは三脚を使い、花や葉が風にゆれているときは、
風が止む瞬間を待ってシャッターを切ってください」

プロの金言

富士山を撮る、門出さんの
必携アイテム

念
入
り
な
計
画
か
ら

絶
景
と
の
出
合
い
が

生
ま
れ
る

撮影地をメモした単語帳
「富士山の撮影に行きたい場所はまだまだある」とい
う門出さん。何度か訪れていても、再挑戦したい場
所はあるそうです。行きそびれがないように、「気に
なる撮影地」を単語帳のカードに書きとめ、目的地別・
コース別・季節や時間別・撮影順別に束ねておき、
必要に応じて持ち歩いているそうです。

機動性抜群のお手製リュック
何でも自作してしまう門出さん。なんと、リュックも
すべて手づくり。レンズ用のソフトケース生地をつな
ぎ合わせたアイディアもので、うっかりファスナーを
閉め忘れても中身が落ちない構造になっています。
他の機材を入れた別のポーチも取り付け可能。なん
とも欲しくなる一品ですが、残念ながら非売品です。

手製の間欠露光用プロペラ
「さて、これはなんでしょう？」といいながら、電動
のねじ回しに、黒いプロペラを取り付けた門出さ
ん。スイッチを入れると、羽根がまわりはじめまし
た。携帯用扇風機ではありません。正解は、長時間
露光で車の光跡を破線に見せるためのアクセサリ
ー。その効果は作品をご覧ください。
※間欠露光：一定の間隔をおいて露光を行う方法

「夕暮れの東名高速道路」
ペンタックス645、75ｍｍF2.8、
F8、AE、ベルビア100、秦野市中
井町、2006.4.21、手製の間欠露光
用プロペラ使用

プロペラを使用することで、このよ
うな不思議で幻想的な写真を写す
ことができます。

門出平男（もんで・ひらお）
ペンタックスを定年退職後、日本旅行写真家協会に所
属し、旅行情報誌やカメラ誌などで活躍。富士山広域
写真家の第一人者であり、風景、花、天体写真などの
作品も多い。現在は日本写真家協会(JPS)会員。

愛用のデジタル一眼、
ペンタックスK5

『フォトライフ四季』今号の表紙は、門出さんの作品です。見事な朝焼けの詳細はP1に掲載 14

「
ど
こ
か
ら
見
る
富
士
山
が
一
番
美

し
い
で
す
か
？

　と
よ
く
聞
か
れ
ま

す
が
、
富
士
山
に
一
番
と
決
め
ら
れ

る
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
富
士
山
は

３
６
０
度
の
全
方
向
か
ら
撮
影
で
き

る
世
界
随
一
の
山
。
姿
さ
え
見
え
れ

ば
、
ど
ん
な
場
所
で
も
ベ
ス
ト
ポ
ジ

シ
ョ
ン
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
ん
で

す
よ
」

我
が
子
を
自
慢
す
る
か
の
よ
う
に

熱
弁
を
ふ
る
う
門
出
さ
ん
。「
ま
だ

制
作
途
中
な
の
で
す
が
…
」
と
言
い

添
え
て
、
一
冊
の
フ
ァ
イ
ル
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
書
き
と
め

ら
れ
て
い
た
の
は
、
都
道
府
県
ご
と

に
ま
と
め
ら
れ
た
富
士
山
の
撮
影
ポ

イ
ン
ト
。
お
膝
元
で
あ
る
静
岡
県
や

山
梨
県
か
ら
、
遠
方
の
福
島
県
や
和

歌
山
県
ま
で
、
門
出
さ
ん
が
自
分
の

足
で
調
べ
上
げ
た
絶
景
ポ
イ
ン
ト
が
、

①
撮
影
が
完
了
し
た
も
の

②
撮
影
が
不
完
全
な
も
の

③
こ
れ
か
ら
下
見
を
す
る
も
の

に
分
類
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
富
士
山
の
撮
影
は
悪
戦
苦
闘
の
繰

り
返
し
で
す
。
せ
っ
か
く
出
か
け
て

も
チ
ャ
ン
ス
に
巡
り
合
え
ず
、
空
振

り
が
つ
づ
く
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
決
定
的
瞬
間
に

出
合
え
た
と
き
の
感
動
が
大
き
い
の

で
す
。
富
士
山
に
ハ
マ
っ
て
し
ま
う

人
が
多
い
の
は
、
き
っ
と
そ
の
せ
い

で
し
ょ
う
ね
」

門
出
さ
ん
の
お
住
ま
い
は
、
富
士

山
が
よ
く
見
え
る
こ
と
か
ら
名
づ
け

ら
れ
た
埼
玉
県
の
富
士
見
市
。
門
出

さ
ん
は
、
そ
の
日
の
天
候
と
富
士
山

の
状
態
を
確
認
す
る
た
め
に
自
宅
近

く
の
富
士
山
の
見
え
る
場
所
に
い
く

こ
と
を
習
慣
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
気
象
が
味
方
し
て
く
れ
る

と
思
え
ば
、
す
ぐ
に
車
を
飛
ば
し
て

撮
影
地
に
向
か
い
ま
す
。
ト
ラ
ン
ク

に
は
い
つ
も
撮
影
機
材
と
キ
ャ
ン
プ

道
具
一
式
が
積
ん
で
あ
る
の
で
、
気

が
向
い
た
ら
す
ぐ
に
撮
影
に
出
か
け

ら
れ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

「
富
士
山
の
撮
影
は
雲
ひ
と
つ
な
い

快
晴
が
望
ま
し
い
で
す
が
、
巻
雲
・
ウ

ロ
コ
雲
・
笠
雲
・
吊
る
し
雲
と
い
っ
た

雲
や
、
朝
夕
の
焼
け
雲
は
、
主
役
を

引
き
立
て
る
名
脇
役
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
空
に
霞
が
か
か

っ
て
い
て
も
、
山
の
影
が
空
に
映
る
二

重
富
士
と
い
う
珍
し
い
現
象
が
起
き

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
ど
ん
な
と
き
も

富
士
山
か
ら
目
を
離
せ
ま
せ
ん
」

富士山の撮影は事前計画も醍醐味
Vol.５　門出平男さん

門出さん自作リュック

三脚を取り付けたカメラ

いざというときの雨具

毎
日
が
富
士
山
づ
け
の
門
出
平
男
さ
ん
に
、

被
写
体
と
し
て
の
富
士
山
の
魅
力
と
、

愛
用
の
撮
影
機
材
につ
い
て

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

車
に
はつ
ね
に
撮
影
機
材
と

キ
ャン
プ
道
具
が
積
ん
で
あ
る

３
６
０
度
、

全
方
向
が
富
士
山
の

ベ
ス
ト
ポ
ジ
シ
ョ
ン

思
い
出
を

つ
く
る

道
具
た
ち

思い出シリーズ 1

すべての撮影機材が詰まっ
た自作リュック。容量のわり
にコンパクトで、三脚も３本
まで取り付けられます

すぐに撮影ができるように、
移動中もつねに三脚を取り
付けたカメラを肩に担ぐの
だそうです

山の天候は気まぐれなも
の。雨が降り出したとき
は、雨ガッパとリュック
を丸々おおえる雨具が活
躍します

「稜線のお花畑」
ペンタックス645、120ｍｍマクロF4、F16、AE、ベルビア100、中
白根山（北岳と間ノ岳の中間）、2001.7.15

若い頃から富士山に魅せられ… 今でも高山に登り、富士山撮影
に挑みます

＜撮影データ表記＞カメラ、レンズ、絞り、シャッタースピード、フィルム(ISO感度)、撮影地、撮影日、その他使用機材



http://www.kitamura.jp詳しくは
カメラのキタムラ　大伸ばし

1位

2位

3位

思い出づくり研究所の調査では、
子どもの写真を含め、家族の写
真を飾りたいという人が多数。ほ
かには、家族やお友達と行った
旅行写真や、愛くるしい表情をと
らえたペット写真が次につづきま
した。

飾りたい写真ランキング
思い出と成長を記録
子どもと家族の写真
きれいな風景を思い出とともに
旅行写真
愛らしい一瞬を残したい
ペットの写真

このページに掲載している作品は、カメラのキタムラ主催のフォトコンテストの入賞作品です

（思い出づくり研究所調べ）

WEBでプリントを注文するには
http://www.kitamura-print.com
カメラのキタムラホームページ内で「プリントサービ
ス」をクリック。そのページ内にある「WEBページ
で注文する」をクリックすると注文画面になります。
はじめて利用する方は、会員登録をしてから使うこと
ができます。

1.

3.

2.

4.

ログイン /
デジカメ
プリント選択

「ご注文はコチラから」ボタンでジ
ャンプしたページで「ログイン」→
「デジカメプリントする」を選択し
ます

プリント数、
対象サイズ
を選択

枚数・対象サイズを設定します

注文したい
画像を選択

注文したい画像をお使いのパソコン
の中から選んでアップロードします

お店で受け取り
を選択

受取方法の設定で「お店で受け取り」
を選択すれば注文完了

大伸ばしプリントはまとめて注文するのがおトク
ネットからのご注文方法

「可愛いね～」青山和裕さん

「旅の宿で孫たちと」山本秀樹さん

「少年と犬」高橋行雄さん

ログイン

デジカメプリントを選択
注文したい画像を選択

対象サイズを選択
お店受取りを選択
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夏
と
い
え
ば
夏
休
み
！
夏
休
み
と

い
え
ば
家
族
と
旅
行
や
お
で
か
け
。

こ
れ
か
ら
計
画
を
立
て
る
人
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
旅
行

や
イ
ベ
ン
ト
で
よ
く
写
真
を
撮
る
ん

だ
け
ど
、
パ
ソ
コ
ン
に
た
ま
る
一
方

で
、
全
然
見
せ
る
機
会
が
な
い
」
な

ん
て
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
家
族
全

員
で
写
っ
て
い
る
写
真
っ
て
、
と
て

も
貴
重
な
ん
で
す
よ
ね
。
時
間
が
経

つ
に
つ
れ
て
そ
の
思
い
出
は
大
切
な

も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
だ

け
に
、
写
真
が
撮
っ
た
き
り
に
な
っ

て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
で
す

よ
ね
。
そ
こ
で
大
切
な
思
い
出
の
写

真
を
「
大
き
く
プ
リ
ン
ト
」
し
て
飾

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

家
族
の
写
真
を
飾
れ
ば
、
子
ど
も

の
成
長
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

子
ど
も
の
成
長
と
と
も
に
家
族
全
員

の
成
長
も
記
録
に
残
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
フ
レ
ー
ム
に
入
れ
た
写
真
を
、

は
な
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
家
族
に
贈

れ
ば
、
家
族
の
成
長
や
思
い
出
を
共

有
で
き
て
、
と
て
も
喜
ば
れ
ま
す
。

こ
の
夏
、
お
盆
に
帰
省
し
た
と
き
に
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

家族の笑顔は、飾って、贈って共有しましょう
「ぐるぐる回転♪」真鍋純史さん

旅
行
に
行
っ
た
と
き
や
記
念
日
な
ど
、
家
族
写
真
は
よ
く
撮
る
ん
で
す
が
、

肝
心
の
写
真
が
パ
ソ
コ
ン
に
入
れ
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

写
真
や
思
い
出
を
み
ん
な
で
共
有
で
き
る
、
い
い
ア
イ
デ
ィ
ア
は
あ
り
ま
す
か
？

　Ｐ
Ｃ
Ｃ
に
届
い
た
メ
ー
ル

　

家
族
の
写
真

ど
う
し
て
い
ま
す
か
？

飾
る
こ
と
も
、

贈
る
こ
と
も
で
き
る

大
伸
ば
し
プ
リ
ン
ト
の
ススメ

ア
ル
バム
だ
け
じ
ゃ
な
い

写
真
の
残
し
方

特
別
な
一
枚
を
飾
る

旅
行
の
思
い
出
や
子
ど
も
の
成
長
記
録
に
も
な
る
家
族
写
真
。

せ
っ
か
く
撮
っ
た
の
に
、
見
返
す
こ
と
が
な
い
な
ん
て
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

家
族
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
共
有
す
る
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

思
い
出
を

残
す

新
方
法

思い出シリーズ 2

そ
ん
な
家
族
の
幸
せ
を
手
助
け
し

て
く
れ
る
の
が
、
P
Ｃ
C
特
別
賛
助

企
業
の
カ
メ
ラ
の
キ
タ
ム
ラ
で
で
き

る
「
大
伸
ば
し
プ
リ
ン
ト
」。
特
に

「
Ａ
４
サ
イ
ズ
」
が
お
す
す
め
で
す
。

デ
ジ
カ
メ
の
画
素
数
が
９
０
０
万
画

素
以
上
あ
れ
ば
、
写
真
の
画
像
が
荒

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
注
文
は

店
頭
か
ら
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
で
も
で
き
ま
す
。
し
か
も
、
大
伸

ば
し
プ
リ
ン
ト
は
ま
と
め
て
注
文
す

れ
ば
割
引
に
な
り
お
得
で
す
。「
あ

の
写
真
も
、
こ
の
写
真
も
飾
り
た
い
」

と
い
う
迷
え
る
人
に
は
嬉
し
い
情
報

で
す
ね
。

家
族
の
思
い
出
を
共
有
し
て
、
飾

っ
て
、
み
ん
な
で
写
真
を
楽
し
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「365日フォトコンテスト」富士山部門の賞金・賞品総額は100万円相当 16
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※店舗により衣装は異なります。詳しくはお近くの店舗までお問い合わせください。

お客さま なんでも相談室 TEL.050-3116-8888 受付時間10：00〜20：00 年中無休　専門のスタッフがお電話で全力サポート！

http://www.studio-mario.jp

スタジオマリオ

4代目マリオガール　戸田みのりちゃん

スタジオマリオの七五三早撮りキャンペーン

1.七五三撮影料3,150円 ( 税込 )が無料 3.お買い上げ金額に応じて選べるプレゼント2.千歳飴をもれなくプレゼント

P
C
C
特
別
賛
助
企
業
の
ス
タ

ジ
オ
マ
リ
オ
で
は
、
今
年
も
「
七
五

三
早
撮
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

し
、
５
月
か
ら
七
五
三
の
撮
影
を
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
7
月
20
日
ま

で
に
七
五
三
撮
影
を
さ
れ
た
お
客
様

に
は
、
通
常
３
１
５
０
円
の
撮
影
料

が
無
料
に
な
る
割
引
特
典
や
、
千
歳

飴
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用
意
し
て

い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
撮
影
用
の
お
着
替
え
は

何
着
で
も
無
料
。
た
く
さ
ん
の
衣
装

や
小
物
を
用
意
し
て
い
る
の
で
、
衣

装
や
メ
イ
ク
を
か
え
て
撮
影
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、お
参
り
用
の
着
物
の
レ
ン

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
の
で
、早
い

時
期
に
、た
く
さ
ん
の
衣
装
の
な
か

ら
お
気
に
入
り
を
見
つ
け
て
、成
約

し
て
お
く
の
が
お
す
す
め
で
す
。

ご
家
族
の
ご
予
定
に
合
わ
せ
て
、

先
に
撮
影
を
す
ま
せ
て
お
け
ば
、
当

日
は
お
祝
い
事
に
専
念
し
、
お
食
事

会
な
ど
の
団
ら
ん
を
優
先
す
る
こ
と

が
で
き
る
は
ず
。
晴
れ
着
姿
で
の
撮

影
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も
本
番
前

の
予
行
練
習
に
な
り
、「
子
ど
も
が

着
物
に
慣
れ
、
お
参
り
が
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
た
」、「
着
物
を
二
回
も
着
る

こ
と
が
で
き
て
喜
ん
で
い
た
」と
い

う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

一
般
的
に
は
11
月
15
日
の
前
後
に

す
る
こ
と
が
多
い
、
七
五
三
の
お
祝

い
。
晴
れ
着
姿
の
子
ど
も
の
写
真
を

撮
る
な
ら
ば
、
早
い
時
期
の
撮
影
が

お
す
す
め
で
す
。
お
参
り
の
間
際
は

ど
う
し
て
も
予
約
が
集
中
し
、
ス
タ

ジ
オ
が
混
雑
し
て
し
ま
う
ん
で
す
よ

ね
。 撮

影
を
早
め
に
す
ま  

せ
、

神
社
へ
ゆっ
く
り
と

お
参
り
す
る

お
得
な
割
引
や

プ
レ
ゼ
ン
ト
も

七
五
三
の
撮
影
を

ゆ
っ
く
り
で
き
る

夏
に
よ
そ
ゆ
き

　ス
タ
ジ
オ
で
撮
る

七
五
三
の
撮
影
は
ピ
ー
ク
に
な
る
と
混
雑
し
て
し
ま
い
が
ち
。
そ
ん
な
ピ
ー
ク
を
さ
け
て
、

ゆ
っ
く
り
と
撮
影
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
、
お
す
す
め
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

着付け、ヘアメイクはスタジオ
マリオにおまかせでらくらく

年３回発行のスタジオマリオの
フリーマガジン。全国の店舗で
もらえます

お買い上げ金額に応じてプレゼントが選べます

「365日フォトコンテスト」秋冬の富士山部門には1200作品の応募がありました 18

族
や
友
人
は
絶
好
の
被
写
体
で
す
。

写
真
を
見
る
だ
け
で
、
そ
の
と
き

の
匂
い
や
味
を
思
い
出
す
こ
と
が
で

き
る
写
真
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

帰
っ
て
き
て
か
ら
写
真
を
見
返
す

の
も
、
旅
行
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で

す
。
で
き
れ
ば
一
緒
に
い
っ
た
人
と

思
い
出
を
共
有
し
た
い
で
す
よ
ね
。

そ
こ
で
お
す
す
め
な
の
が
カ
メ
ラ

の
キ
タ
ム
ラ
の
「
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
」。

店
頭
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
で

も
注
文
で
き
ま
す
。
写
真
だ
け
で
は

な
く
コ
メ
ン
ト
も
一
緒
に
残
せ
る
の

で
、
絵
日
記
の
よ
う
に
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
重
要
な
の
は
、
記
憶
が

新
鮮
な
う
ち
に
つ
く
る
こ
と
。
日
が

過
ぎ
て
し
ま
う
と
、
思
い
出
す
の
に

時
間
が
か
か
り
コ
メ
ン
ト
を
入
れ
る

の
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
」
を
家
族
や
お
友

達
の
分
も
一
緒
に
つ
く
っ
て
旅
行
の

思
い
出
を
手
軽
に
共
有
す
る
の
も
素

敵
で
す
ね
。

「煌めく季節」上村眞生さん

http://www.kitamura.jp

「夏休み」加藤利光さん

キタムラ フォトブック

夏の旅行をフォトブックに

1.店頭の受付機で簡単に注文できます 3.種類も豊富、まとめて何冊もつくれます2.インターネットで自宅からも注文できます

旅
行
写
真
を
撮
る
に
は
い
く
つ
か

の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
観
光
地
で
は
、
有
名
な
建
物

だ
け
で
な
く
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
看

板
な
ど
も
撮
っ
て
お
く
と
よ
い
で
し

ょ
う
。
肌
身
離
さ
ず
持
ち
歩
き
、
く

た
く
た
に
な
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。

そ
れ
も
旅
行
の
思
い
出
の
ひ
と
つ
に

な
り
ま
す
。
旅
行
前
と
旅
行
後
の
も

の
を
撮
っ
て
お
く
の
も
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

看
板
は
お
店
の
個
性
が
現
れ
る
も

の
。
同
じ
看
板
に
巡
り
合
う
こ
と
は

二
度
と
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
気

に
な
っ
た
ら
迷
わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

押
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
土
地
の
名
物
料
理
を
食
べ
る

こ
と
も
旅
行
の
醍
醐
味
で
す
よ
ね
。

食
事
中
は
、
食
べ
物
自
体
は
も
ち
ろ

ん
、
美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
い
る
家

旅
行
を
特
別
な

思
い
出
に
す
る

五
感
を
呼
び
さ
ま
す

写
真
を
撮
る

何
年
経って
も
楽
し
み
た
い

旅
行
の
思
い
出

旅
行
の
思
い
出

少
し
の
工
夫
で
特
別
に

夏
の
お
で
か
け

　外
で
撮
る

夏
休
み
に
家
族
や
友
人
と
旅
行
に
行
く
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
の
宝
庫
で
あ
る
夏
の
お
で
か
け
は
、

し
っ
か
り
と
思
い
出
に
残
し
た
い
で
す
よ
ね
。
せ
っ
か
く
の
思
い
出
の

写
真
を
あ
り
き
た
り
な
も
の
に
し
な
い
た
め
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

思
い
出
の

残
し
方

２
通
り

思い出シリーズ 3

「途中下車」佐々木 宏紀さん 「ずぞっ」今井香苗さん

このページに掲載している作品は、カメラのキタムラ主催のフォトコンテストの入賞作品です

日常の風景から、旅行の写真までフォトブックに
写真：「空中ブランコ」川田拓水さん
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「スイス ヴァリスアルプス」
山の野生動物が撮影できるのは、観光客が少ない早朝の時間帯です
70-200mm、F5.6、1/250秒

「シャモニー針峰群 モンブラン山群」
山の裏側にある太陽が、雲のなかに峻峰のシルエットを映し出しました
28-70mm、F11、1/125秒

山の撮影は少ない機材で勝負

風
景
写
真
は
朝
夕
の
時
間
帯
を
ね

ら
う
の
が
鉄
則
で
す
。
朝
焼
け
や
夕

焼
け
の
光
が
、
風
景
を
よ
り
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
に
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

山
の
色
彩
は
、
分
刻
み
、
秒
刻
み

で
変
化
し
ま
す
。
朝
焼
け
を
撮
る
と

き
は
日
の
出
の
１
時
間
程
前
ま
で
に

現
地
に
い
き
、
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

夕
焼
け
の
場
合
も
、
日
の
入
り
後
30

分
程
は
色
の
変
化
を
観
察
し
て
く
だ

さ
い
。

【
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
②
】

色
彩
が
変
化
す
る
朝
夕
の
時
間
帯
を
ね
ら
う
の
が
鉄
則

風
景
を
じ
っ
く
り
観
察
し
て
み
る

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
虹
や
彩
雲
と
い
っ
た

風
景
現
象
は
、
写
真
に
動
き
を
感
じ

さ
せ
る
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
り
、
山
の

神
秘
性
や
ス
ケ
ー
ル
感
を
も
た
ら
し

て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
そ
の
反
面
、

気
を
張
っ
て
い
な
い
と
見
逃
し
や
す

い
現
象
で
あ
る
う
え
、
変
化
が
早
く
、

す
ぐ
に
消
失
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
貴
重
な
光
景
で
す
。
ま
た
、
観
光

客
の
少
な
い
早
朝
の
時
間
帯
に
野
生

動
物
に
巡
り
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
ね
ら
っ
て
い
た
と
は
い
え
、

目
の
前
で
野
生
動
物
と
遭
遇
す
る
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
幸
運

の
瞬
間
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
一
瞬
の
チ
ャ
ン
ス
を

逃
が
さ
な
い
た
め
に
も
、
目
の
前
の

状
況
を
、
常
に
注
意
深
く
観
察
し
、

い
つ
で
も
撮
影
に
対
応
で
き
る
準
備

を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
少
な
い
機
材
で
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
軽
く
し
、
そ
の
ぶ
ん
感

性
を
張
り
巡
ら
せ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
こ
れ
が
変
化
し
や
す
く
シ
ャ
ッ

タ
ー
チ
ャ
ン
ス
の
多
い
山
の
撮
影
に

お
け
る
基
本
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

【
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
③
】

いつ
で
も
撮
影
に
対
応
で
き
る
準
備
を
し
て
お
く

「夕焼けのモンブラン」
残雪に夕日が当たると、山肌が赤く輝き出します
400mm、F5.6、1/250秒

「朝焼けのマッターホルン
 ヴァリスアルプス」
山の頂上から徐々に光が当た
っていきます。露出は自動露
出。深みを出すならば、デジ
タルの場合、１絞りほどアン
ダー気味に撮影するのがコツ
です
200mm、F5.6、1/250秒

ま
た
、
季
節
や
天
候
に
よ
っ
て
色

が
か
わ
る
の
で
、
気
に
入
っ
た
場
所

は
何
度
も
出
か
け
て
撮
影
す
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ち
な
み
に
、
山
の
撮
影
で
は
、
カ

メ
ラ
を
ヨ
コ
位
置
で
構
え
る
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
と
き
に
は
発
想
を
切

り
か
え
て
タ
テ
位
置
の
構
図
で
ま
と

め
る
と
、
ち
が
っ
た
表
現
が
で
き
ま

す
。
迷
っ
た
と
き
は
両
方
の
構
図
を

押
さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

水谷さんは今号から「写真の力」にも登場。スポーツという、山とはまた別の一瞬を切り取った作品はP2へ 20

「ベルナーオーバーランド」
広角レンズを使うときは、
前景にポイントを入れてフ
レーミングをととのえまし
ょう
F28-70mm、F11、1/60秒

「ラックプラン・モンブラン山群」17-35mm、F8、1/125秒

山の撮影は少ない機材で勝負
はじめてのデジタル一眼カメラ講座

写真・文　水谷章人さん

山
風
景
の
撮
影
で
大
切
な
こ
と
は
、

自
分
の
健
康
状
態
や
体
力
を
過
信
せ

ず
、
無
理
を
し
な
い
こ
と
で
す
。
途

中
で
息
切
れ
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う

に
、
機
材
は
で
き
る
だ
け
少
な
く
す

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

通
常
の
撮
影
で
は
、
交
換
レ
ン
ズ

は
３
本
で
充
分
で
す
。
私
の
場
合
は
、

18
ミ
リ
や
24
ミ
リ
の
超
広
角
、
70
ミ

リ
ま
た
は
１
０
５
ミ
リ
の
中
望
遠
、

２
０
０
ミ
リ
の
望
遠
レ
ン
ズ
を
用
意

し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
テ
レ
コ
ン

バ
ー
タ
を
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
風
景
撮
影
で
は
三
脚
が
必

需
品
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
は
感
度
を
自
由
に
か
え

ら
れ
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は

手
持
ち
で
充
分
で
す
。
重
い
三
脚
を

担
い
で
山
を
歩
く
こ
と
は
体
に
負
担

を
か
け
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
ブ
レ
が
気
に
な
る
と
き
は
、
ス
ト

ッ
ク
が
わ
り
に
も
な
る
一
脚
の
も
の

を
使
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

【
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
①
】

レ
ン
ズ
は
３
本
、
デ
ジ
カ
メ
な
ら
手
持
ち
で
充
分

思
い
出
を

残
す

テ
ク
ニッ
ク

ス
ポ
ー
ツ
写
真
の
か
た
わ
ら
、
世
界
の
名
峰
を
撮
り
つ
づ
け
て
き
た
水
谷
章

人
さ
ん
。
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
単
純
明
快
で
す
。「
少
な
い
機
材
で
フ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
軽
く
、
感
性
を
張
り
巡
ら
せ
る
こ
と
」。
刻
一
刻
と
変
化
す
る
山
の
風

景
を
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
撮
る
コ
ツ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

＜撮影データ＞レンズ、絞り、シャッタースピード

思い出シリーズ 4
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皆さんのこれだと思う被写体の写真、かわった撮
り方をした写真をお送りください（テーマ:秋）
(応募方法→P48)

堀田 進さん 米長時正さん

銅
像
と
子
ど
も【
ど
う
ぞ
う
と
こ
ど
も
】

夕
陽
と

ひ
ま
わ
り

【
ゆ
う
ひ
と
ひ
ま
わ
り
】

子
ど
も
を
撮
る
と
き
に
は
、近
寄
っ
て
表
情
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
こ

と
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、こ
の
作
品
で
は
銅
像
も
主
題
に

含
め
て
撮
影
し
て
い
ま
す
。
米
長
さ
ん
が
つ
け
た
タ
イ
ト
ル
は「
何
し

て
ん
の
？
」
で
す
。
夏
に
は
し
ゃ
ぐ
子
ど
も
の
「
動
」
と
銅
像
の
「
静
」

が
合
わ
さ
り
、
物
語
の
あ
る
写
真
に
な
っ
て
い
ま
す
。

青
空
に
活
き
活
き
と
咲
く
ひ
ま

わ
り
は
、見
る
人
を
元
気
に
さ
せ

る
夏
の
風
物
詩
で
す
が
、
ち
ょ
っ

と
視
点
を
か
え
た
夕
陽
の
な
か

の
ひ
ま
わ
り
も
す
ご
く
幻
想
的

で
す
。
ス
ト
ロ
ボ
の
光
量
を
調

節
し
、
目
で
見
え
る
も
の
だ
け
で

は
な
く
、自
分
の
世
界
を
表
現
す

る
と
写
真
の
楽
し
み
も
広
が
り

ま
す
。

案
山
子
【
か
か
し
】

緑
あ
ふ
れ
る
田
ん
ぼ
に
い
る
案
山
子
。

「
実
は
個
性
豊
か
な
ん
で
す
」
と
日
本

中
の
案
山
子
を
撮
り
つ
づ
け
て
い
る
ピ

ー
ト
小
林
さ
ん
。
案
山
子
の
表
情
や

格
好
に
注
目
で
す
。
テ
ー
マ
を
決
め

て
撮
り
た
め
る
の
も
写
真
の
お
も
し

ろ
さ
で
す
。

満
月
と
月
下
美
人

【
ま
ん
げ
つ
と
げ
っ
か
び
じ
ん
】

親
子
三
代
【
お
や
こ
さ
ん
だ
い
】

親
子
三
代
を
撮
っ
た
と
い

う
小
笹
さ
ん
の
作
品
。
家

族
の
な
か
に
流
れ
る
自
然

な
空
気
を
写
し
て
い
ま
す
。

夏
の
思
い
出
は
「
ハ
イ
、チ

ー
ズ
」
と
撮
る
だ
け
で
な

く
、記
憶
を
そ
の
ま
ま
切
り

取
っ
た
写
真
も
撮
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

湖
面
に
映
る
夏
の
星
座
と
思
い
き
や
、
湖
で
は
な
く
実
は

車
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
。
三
脚
の
か
わ
り
に
カ
メ
ラ
と
レ
ン
ズ

を
固
定
で
き
る
「
カ
メ
ラ
ざ
ぶ
と
ん
」
と
い
う
便
利
品
を

使
っ
て
撮
影
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド

を
遅
く
設
定
し
て
、レ
リ
ー
ズ
か
２
秒
セ
ル
フ
タ
イ
マ
ー
で

撮
影
し
ま
し
ょ
う
。

星
と
ボ
ン
ネ
ッ
ト

【
ほ
し
と
ぼ
ん
ね
っ
と
】

名前の記載がない写真は、PCC事務局 のだまゆが撮影

ピート小林さん

小笹 剛さん

中原頼雄さん

佐藤 渉さん

ピ
ー
ト
小
林
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

「pete's Room

」
で
検
索

夜
に
咲
く
月
下
美
人
と
幻
想
的
な
月
。

ど
ん
な
被
写
体
で
も
、
今
で
し
か
撮
れ
な

い
貴
重
な
時
間
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
月
の
よ
う
な
遠
い
も
の
を
写

す
場
合
に
は
、
自
分
が
動
い
て
ア
ン
グ
ル

を
決
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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夏
編

被
写
体
大
辞
典
第
５
回

街
中
す
べ
て
が
写
真
の
主
役

夏
の
風
景
、
夏
の
思
い
出
。
い
つ
も
の
写
真
か
ら
冒
険
し
て
、
被

写
体
の
組
み
合
わ
せ
に
意
識
を
向
け
、
瞬
間
を
切
り
取
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
自
分
の
「
写
真
の
個
性
」
を
あ
ら
た
に
発
見
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
夏
も
“
カ
メ
ラ
の
目
”
で
散
歩
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

思
い
出

発
見
講
座

思い出シリーズ 6水
族
館
【
す
い
ぞ
く
か
ん
】

涼
し
げ
な
写
真
が
撮
れ
る
水
族
館
。
光
の
演
出
を
海
面
か
ら
こ
ぼ
れ
る
太
陽
の
よ
う
に
写
せ
ば
、
ま
る
で
海
の
な

か
に
い
る
よ
う
な
不
思
議
な
雰
囲
気
の
あ
る
写
真
に
。
撮
影
し
た
神
奈
川
・
新
江
ノ
島
水
族
館
は
お
も
し
ろ
い
イ

ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
。
P
Ｃ
C
の
写
真
教
室
も
開
催
し
ま
す
。（
→
P
34
）

小笹 剛さん

海
【
う
み
】

夏
の
海
を
、
模
様
的
、
デ
ザ
イ
ン
的
に
見
せ
る
の
も
お
も
し

ろ
い
撮
り
方
で
す
。
何
に
心
が
動
い
て
撮
り
た
く
な
っ
た
の

か
、
そ
の
気
持
ち
を
大
事
に
し
て
構
図
や
設
定
を
考
え
る
と
、

撮
っ
た
写
真
に
個
性
が
生
ま
れ
ま
す
。

親
子
三
代
【
お
や
こ
さ
ん
だ
い
】

PCCがつくった『フォトコンテスト必勝の極意』は全国の書店で好評発売中！→P43
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はなの会写真展
2011年11月24日(木)～11月30日(水)
「崑先生を囲む花の会」を「はなの会」とあらため再出発
しました。今年は震災のため撮影会が出来なかったため、
自主作品でした。児島昭雄先生に展示したい作品をアド
バイス、セレクトしていただきました。

写真を楽しみ、スキルを磨く、それぞれの思いを胸に作品を生み出す

「はなの会」とあらため再出発

第5回KIKIPG写真展
2011年12月8日(木)～12月14日(水)
写真クラブKIKIPGは、写真が好きで好きでたまらないメ
ンバーの集まりです。興味の対象も生物、風景、笑顔、
Jazz…と型にはまらないのも会の魅力。第5回となった今
回は多彩なゲストを迎え、楽しさに磨きがかかりました。

安川賢治朗写真展 富士 春夏秋冬
2011年12月1日(木)～12月7日(水)
富士がおりなす風情、朝夕移ろう姿は感動的でいつ眺め
ても飽きません。特に赤富士・紅富士は一瞬も逃せませ
ん。日本一高いだけではなく、昔から人々に愛されつづ
けている春夏秋冬の富士を展示しました。

写真が好きで好きでたまらない

フォト3Sクラブ写真展
2012年1月19日(木)～1月25日(水)
「フォト3Sクラブ」と改名してはじめての写真展でした。
「3S」には故・桜井(Sakurai)先生の生徒同士がセンス
(Sense)とスキル(Skill)を磨き合うという意味が込められ
ています。展示作品にもこの思いを込めました。

第25回シリアスワン写真展
2011年11月17日(木)～11月23日(水)
シリアスワン「私の写心展」も第25回を迎えました。私
達は各自でテーマを決め、自分の心に触れる光景を素直
に映しとめて表現し、写真を自己主張のひとつとして精
進しています。

心に触れる光景を映しとめる

第18回フォト燦写真展
2011年11月10日(木)～11月16日(水)
写真クラブ「フォト燦」は、カメラの「ドイ」主催の写真
教室修了者が平成5年に結成しました。撮影会と研究会
を月1回ずつ開催し、年1回写真展をしています。今後も
素敵な写真を楽しく撮り、会員の親睦を深めていきます。

素敵な写真をみんなで楽しく

四季がおりなす富士を愛でる

感性豊かな写真づくりを

イタリアの美しき町 写真展
2012年2月2日(木)～2月8日(水)
14回目となった撮影の旅。今回はイタリアの美しい
街並みを撮影しました。かつてはフィルムを100本近
く持参しましたが、今はデジカメとメモリ数枚と身軽
になり、各自思い思いに撮影を楽しめました。

思い思いのイタリアの街並み

第17回幸友フォトクラブ写真展
2012年1月26日(木)～2月1日(水)
同じ職場出身のフォト愛好者のグループです。現在会員
数34名。発足以来、伊奈喜久雄先生の指導で感性豊か
な写真づくりを目指しています。今回は風景写真をメイン
に過去1年間に撮影した作品から厳選して出品しました。

写真展の主催クラブで本誌『フォトライフ四季』をご希望の方はご連絡ください。03-3356-3552（土日祝を除く10:00～18:00）

受講生の１年の成果が集結 優しさをつくりだすカナダの大自然

センスとスキルを磨き合いたい

美しい光のある風景を

三菱商事写真同好会2011年写真展
2012年2月16日(木)～2月22日(水)
「絆」。2011年ほど、この言葉に思いを馳せた年はありま
せん。その記憶に残る年に、我が同好会では、仲間の「絆」
を大切にしながら写真を撮りため、とっておきの作品を
披露しました。

傘寿記念 多田弘写真展「こころの風景」
2012年3月8日(木)～3月14日(水)
今回は傘寿記念と風景撮影をはじめて20年記念の個
展でした。東日本各地の風景を銀塩写真にこだわり、
ポジフィルムで撮影しました。美しい光のなかにある
風景のリズム感、空気感を表現しました。

千安英彦 写真展 カナダの風
2012年3月1日(木)～3月7日(水)
カナダに暮らし、多くを学びました。カナダののんび
りとした時間と空気、大自然が人間の優しさをつくり
だしています。写真展をきっかけにたくさんの人がカ
ナダに来ていただければ、ひとつの夢が叶います。

「絆」に思いを馳せて

Thanks for Coming

第13回新風景写真塾作品展
2012年2月23日(木)～2月29日(水)
「竹内敏信の新風景写真塾」の
受講生作品展も13回を数えま
した。受講生の1年の成果がこ
こに結集しました。
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豊中市西緑丘3-10-7 カメラのキタム
ラ豊中・豊中店2F
☎06-6855-6645
10:00-20:00
※写真展最終日は15時まで
定休日／年中無休（年末年始は除く）

フォトギャラリーキタムラ
 大阪・豊中

フォトギャラリーキタムラ東京・
新宿では、ギャラリーをご利用
のグループに、展示した写真や
記念写真をまとめたフォトブッ
クを1冊プレゼントしています。

新宿区新宿1-2-6 御苑花忠ビル１F
☎03-3341-7577 http://kitamura.jp/photogallery/
10:00-18:00（土曜日11:00-17:00）
※写真展最終日は15時まで 　定休日／日・祝祭日

フォトギャラリーキタムラ 東京・新宿

フォトブックサービス中

るるる散策隊の背後から。赤くなりかけの紅葉のコントラストが絶妙です。

今
年
の
夏
は

多
く
の
人
に

写
真
を
見
せ
る

見
る
・
撮
る
・
飾
る

る 

る 

る

❶都心なのに緑豊かな閑静な場所に
あります❷写真の設置もすべてしてく
れます❸ライティングもお手のもの❹
オープニングパーティーを隣の中華料
理店「萬盛園」でする方も❺今ならお
得なプレゼントがもらえ、全国の皆さ
んに見てもらうチャンスに

そ
ん
な
あ
な
た
に
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ

ー
キ
タ
ム
ラ
は
写
真
展
出
品
者
へ
の
５

大
特
典
（
左
記
）
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

写
真
展
開
催
は
自
分
の
作
品
を
全
国
の

写
真
愛
好
家
に
見
て
も
ら
う
最
大
の
チ

ャ
ン
ス
。
あ
な
た
の
写
真
ラ
イ
フ
に
あ

ら
た
な
活
路
を
開
い
て
く
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
写
真
展
で
、
暑
い
夏
を
涼

し
く
爽
や
か
に
過
ご
す
の
が
新
し
い
夏

の
定
番
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

新
宿
御
苑
は

フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
密
集
地

み
ん
な
とつ
な
が
る
５
大
特
典

フォトギャラリーキタムラには写真愛好家が多く集まります

❶ ❷

❸ ❹ ❺

思
い
出
を

見
せ
る

テ
ク
ニッ
ク

思い出シリーズ 7

東
京
の
新
宿
に
あ
る
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
キ
タ
ム
ラ
東
京
・
新
宿
は
、
駅
か

ら
徒
歩
１
分
で
緑
豊
か
な
閑
静
な
場
所

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
落
ち
着
い
た
地
域

は
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
密
集
し
、
写

真
展
め
ぐ
り
を
す
る
方
が
多
く
訪
れ
る

と
こ
ろ
。
近
く
の
新
宿
御
苑
に
は
、
ア

マ
チ
ュ
ア
か
ら
プ
ロ
ま
で
撮
影
に
訪
れ
、

フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
キ
タ
ム
ラ
に
も
多

く
の
写
真
関
係
者
が
来
場
し
ま
す
。
そ

ん
な
素
敵
な
場
所
で
、
自
慢
の
写
真
を

多
く
の
人
に
見
て
も
ら
え
る
と
な
れ
ば
、

一
度
は
写
真
展
を
開
き
た
く
な
り
ま
す

よ
ね
。

このページは東京・新宿の特集として掲載しています。豊中につきましてはお問い合わせください。

Q１　グループで写真展をひらいてもいいですか？
A1　もちろんOKです、グループはもちろん、おひとりで
　　 も写真展をひらくことができます。
Q2　準備はすべて自分でするのですか？
A2　写真の展示や、片付け、発送手配などは、すべて 
　　  フォトギャラリーキタムラでします。
Q3　写真展の期間はどのぐらいですか？
A３　６日間になります。日祭日もひらくことは可能です。
Q4　写真のプリントや額は自分で用意するのですか？
A4　プリントや額は、すべてキタムラで準備します。用
　　  意してもらわなくて大丈夫です。
Q５　写真展を成功させるコツはありますか？
A５　オープニングパーティをするのはいかがですか。そ 
　　 のときにはお隣の中華料理店「萬盛園」を使う方が
　　 多いですね。ぜひ参考にしてみてください。

写真展のひらき方Q＆A

❶出品者全員に、コンテスト専門マガジン
　『フォトコンライフ』(双葉社・1400円相当)
　最新号をプレゼント

❷『フォトコンライフ』付録DVDに作品を掲載

❸本誌『フォトライフ四季』に出品者
　もしくは代表作品を掲載

❺出展グループに作品を掲載した
　「フォトブック」１冊プレゼント

❹WEB版『フォトライフ四季』
　ギャラリーページで作品を掲載

みんなとつながる５大特典
ギャラリーの

あなたもこれで有名に⁉

おさらい
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